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行
動
で
き
る
と
き
に

　

で
き
る
こ
と
を

山
中
：
ま
ず
始
め
に
、
会
長
ご
自

身
の
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

岡
本
：
高
校
卒
業
後
Ｊ
Ｒ
（
旧
国

鉄
）
に
就
職
。
様
々
な
役
職
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
退
職
後
は
国

内
外
を
旅
行
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
や
精
神
対
話
士
の
資
格
を

取
っ
た
り
し
ま
し
た
ね
。そ
し
て
、

64
歳
の
と
き
の
市
議
会
議
員
の
経

験
か
ら
「
地
域
自
治
」
に
つ
い
て

向
き
合
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
ん
で
す
。

若
井
：
す
ご
く
活
動
的
な
ん
で
す

ね
！

岡
本
：『
行
動
で
き
る
と
き
に
、

学
べ
る
こ
と
を
学
ぶ
』
と
い
う
の

が
私
の
考
え
な
ん
で
す
よ
。

　

地
域
の
こ
と
は
地
域
で

若
井
：
私
自
身
も
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
だ
ら
け
の
自
治
協
議
会
。

い
っ
た
い
ど
う
い
う
組
織
な
ん
で

す
か
。

岡
本
：
自
治
協
議
会
と
い
う
の
は
、

『
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
責
任
を

持
っ
て
考
え
て
、
行
政
と
一
緒
に

な
っ
て
地
域
の
抱
え
る
課
題
を
解

決
し
て
い
く
と
い
う
集
団
』
な
ん

で
す
。

　

例
え
ば
、
学
校
で
先
生
か
ら
挨

拶
を
す
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
そ
う
や
っ
て
上
か
ら
命

令
さ
れ
る
と
な
か
な
か
守
れ
な
い
。

け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
ク

ラ
ス
の
目
標
と
し
て
挨
拶
を
し
っ

か
り
し
よ
う
と
決
め
る
と
、
責
任

を
感
じ
る
し
、
納
得
し
て
守
れ
る

よ
う
に
な
る
ん
で
す
わ
。
そ
れ
と

同
じ
こ
と
を
区
の
単
位
で
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
、
自
治
協
議
会
は
議
会

の
よ
う
に
決
定
権
や
権
限
を
持
っ

て
は
い
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
権

限
が
な
い
か
ら
ナ
ン
セ
ン
ス
か
、

と
い
う
と
そ
う
じ
ゃ
な
い
。『
区

民
の
こ
う
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
区
民
と
共

に
責
任
を
持
っ
て
、
一
緒
に
解
決

し
て
い
く
』
と
い
う
、
も
の
す
ご

く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
ん

で
す
。

若
井
：
そ
の
よ
う
な
自
治
協
議
会

　

発
刊
に
あ
た
り
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。

　

西
区
自
治
協
議
会
の
皆
様
に

は
、
区
制
施
行
以
来
、
区
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
を
は
じ
め
、
区
役
所
庁
舎

整
備
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線
「
内
野
│
吉

田
」
駅
間
の
増
便
、
さ
ら
に
は
、

防
災
や
除
雪
な
ど
、
様
々
な
課
題

に
自
主
的
に
取
り
組
み
、
区
民
と

区
役
所
を
結
ぶ
「
協
働
の
要
」
と

区を区を
豊かに豊かに

新潟市西区自治協議会広報紙

西区の宝物をたくさん詰め込んだロゴマークで
す。新潟スイカ、赤塚大根、黒埼茶豆、佐潟の白鳥。
その上に日本海に沈む夕日と大学を表す博士帽を
乗せてみました。（若井）
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し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
同
協
議
会
の
活
動
を

お
知
ら
せ
し
、
様
々
な
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
、
区
民
の
皆
様
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
に
、
独
自
の
広
報
紙
を
発
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

広
報
紙
が
、
区
民
の
皆
様
の
一
体

感
醸
成
と
地
域
力
の
向
上
に
大
い

に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
安
心
安
全
、
快
適

で
元
気
の
あ
る
西
区
を
目
指
し
、

同
協
議
会
の
皆
様
が
先
頭
に
立
っ

て
活
躍
さ
れ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
：
別
に
偉
い
人
が
集
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

区
民
の
中
か
ら
た
ま
た
ま
条
件
に

あ
っ
た
人
が
加
わ
っ
た
と
い
う
だ

け
の
話
で
。
だ
か
ら
自
治
協
議
会

と
い
う
の
は
、
ご
く
普
通
の
区
民

が
意
見
を
言
い
合
う
フ
ラ
ン
ク
な

組
織
な
わ
け
で
す
。

若
井
：
そ
う
で
す
か
。
こ
れ
ま
で

の
堅
い
イ
メ
ー
ジ
と
は
少
し
違
っ

た
部
分
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
始
ま
る

山
中
：
そ
れ
で
は
、
最
後
に
西
区

の
み
な
さ
ん
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
本
：「
一
言
で
」
と
い
う
の
は

難
し
い
で
す
が
、
私
た
ち
の
活
動

は
区
民
の
皆
様
に
知
っ
て
も
ら
っ

て
初
め
て
『
始
ま
る
』
も
の
で
す
。

今
回
の
広
報
紙
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
私
た
ち
の

活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

記
念
す
べ
き
創
刊
号
は
、
西
区
自
治
協
議
会
の

岡
本
会
長
に
自
治
協
委
員
で
大
学
生
の
二
人
が

あ
れ
こ
れ
聞
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

「
自
治
協
っ
て
な
に
？
」

岡本会長と山中（中央）、若井（右）
編集委員

岡本松男　会長

若
井

が
き
き
た
い
！

コ
コ

山
中
の

区
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

4

知
っ
ト
ク

な
っ
ト
ク

街
の
タ
ネ

寄
り
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
工
夫
し
な
が
ら
、
地
域
の
結

び
つ
き
を
強
く
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
自
治
協
委
員　

川
合　

敏
秋
）
　

赤
塚
小
学
校
で
は
、
佐
潟
を
愛

し
、
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
子
ど

も
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
11
月
に
は
、
５
年
生
が
一
泊

二
日
で
佐
潟
に
ひ
た
る
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
漁
業
体
験
、
佐
潟
の

食
材
を
使
っ
た
夕
食
、
ナ
イ
ト
ハ

イ
ク
、
白
鳥
追
跡
、
絵
手
紙
作
り

等
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
生
思
い
出
に
残
る
24
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

(

赤
塚
小
学
校　

教
頭　

牧 

弘
樹)

　

念
願
で
あ
っ
た
第
一
号
を
自

治
協
議
会
第
三
期
目
に
し
て
よ

う
や
く
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

広
報
紙
題
名
「
西
区
を
豊
か

に
」
は
、
投
票
に
よ
っ
て
決
ま

り
、
な
ん
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
広
報
紙｢

西
区
を
豊

か
に｣

は
、
区
民
の
皆
さ
ん
と

｢

双
方
向
で
」
を
合
言
葉
に
編

集
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
石
丸
）

佐
潟
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
る

24
時
間楽しかった！「潟舟体験と刺し網漁」の様子

＊
募
集
事
項

　

 

広
報
紙
記
事
や
自
治
協
議
会

活
動
に
つ
い
て
の
ご
意
見

＊
送
付
先

　

 

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
お

書
き
添
え
の
上
、
一
面
記
載

の
「
自
治
協
議
会
事
務
局
」

あ
て
に
送
付
を
。
郵
送
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
と
新
潟
市
並
び
に
燕
市
の

連
携
・
協
力
に
よ
り
、
３
年
間
の

社
会
実
験
と
し
て
、
３
月
17
日
の

ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線

「
内
野
│
吉
田
」
駅
間
で
、
10
時

か
ら
15
時
の
運
行
（
上
り
下
り
と

も
）
が
、
概
ね
40
分
間
隔
に
な
る

よ
う
、
増
便
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
同
駅
間
の
運
行
が
、

日
中
１
時
間
に
１
本
と
不
便
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
、
西

区
と
西
蒲
区
の
自
治
協
議
会
が
共

同
で
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に

呼
び
か
け
、
そ
こ
で
集
め
て
い
た

だ
い
た
４
万
人
を
超
え
る
署
名
を

基
に
、
市
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
に
強
く

要
望
し
て
い
た
も
の
。

　

区
自
治
協
議
会
が
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
だ
一
つ
の
成
果

と
言
え
ま
す
。

　

３
年
間
の
社
会
実
験
の
後
、
こ

れ
が
本
格
実
施
に
つ
な
が
る
か
ど

う
か
は
、
皆
様
に
ど
れ
だ
け
利
用

し
て
い
た
だ

け
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま

す
。

　

積
極
的
な

ご
利
用
を
お

願
い
致
し
ま

す
。 Ｊ

Ｒ
越
後
線

「
内
野
〜
吉
田
」
間
の

増
便
に
つ
い
て

　

３
年
間
の
社
会
実
験　

＊
締
め
切
り　

４
月
末
日

　
 （

次
号
自
治
協
議
会
広
報
紙
に

掲
載
予
定
）

＊
送
付
先

　

 
一
面
記
載
の
「
自
治
協
議
会
事

務
局
」
あ
て
に
送
付
を
。

＊
応
募
方
法

　

 

あ
な
た
の
「
自
慢
の
写
真
」
に

住
所
・
氏
名
（
氏
名
は
必
須
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
が
あ
れ
ば
ペ
ン

ネ
ー
ム
掲
載
）・
連
絡
先
・
写

真
タ
イ
ト
ル
・
一
言
コ
メ
ン
ト

を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
電
子
メ
ー
ル
可
）

　

・ 

採
用
者
に
は
千
円
の
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈
。

　

・ 

応
募
さ
れ
た
写
真
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

私私
の
一
の
一
枚枚

私
の
一
枚

私
の
一
枚

と
っ
て
お
き
の 山

田
校
区
ふ
れ
あ
い
協
議
会

＊
地
域
を
あ
げ
て
子
育
て
支
援
＊

皆
さ
ま
か
ら
の
写
真
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

編
集

　

後
記

皆
さ
ま
の
ご
意
見

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

掲
載
例

　

う
ち
4

4

の
コ
ミ
協
の
自
慢
は
、
地

域
全
体
で
子
育
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
。
子
ど
も
を
核
に

し
て
、
地
域
の
お
年
寄
り
も
含
め

た
皆
が
集
ま
る
場
を
作
ろ
う
と
、

「
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」

や
「
山
田
っ
子
祭
り
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

黒
埼
地
区
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が

強
い
こ
と
か
ら
、
親
子
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
や
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

ビ
ン
ゴ
も
企
画
。
紙
ひ
こ
う
き
作

り
や
お
手
玉
と
い
っ
た
昔
遊
び
は

特
に
大
好
評
で
、
子
ど
も
と
お
年

氏名（又はペンネーム）：
写真タイトル：
一言コメント：

募
集
い
た
し
ま
す
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　第１部会は現在11名の委員で構成されています。
所管分野があまりに広いため、今年度は審議項目を「防

災」「除雪対策」の２点に絞って、月２回程度開催するなど活発な
審議を行っています。
⑴ 　防災　地域防災の西区全体課題として、平成22年度に設けた
各コミュニティ協議会の担当者による「検討会」からの３つの提
言に基づき、また、東日本大震災の教訓も踏まえ、具体的な解決
策等を審議しています。
　① 自主防災組織のあり方…単位自治会では住民を避難所まで誘導
する最低限の防災組織化と、コミ協としての組織化の検討

　② 避難場所の見直し…学校だけに頼らない各自治会とコミ協のそ
れぞれの視点に立った避難場所についての検討

　③ 防災意識の啓発…最小地域単位での自主防災組織の必要性や子
ども、学校を巻き込んでの意識啓発

⑵ 　除雪対策　安心・安全にも関わる大きな課題として、地域と行
政の協働による対応について、改善手法を検討しています。なお、
今年度に行政が行っている除雪施策の結果を踏まえ、３月にはそ
の検証と24年度に向けた改善点を審議することとしています。

 （部会長　梶原　宜教）

　農業問題では、遊休農地を利用して区民の皆様が
簡単に農地の貸し借りできる仕組みづくりを検討し

ています。農地法の壁が大きく、農協組織や農業委員会等の協力
が不可欠なことが見えてきましたので、この問題を更に掘り下げ
たいと思っています。また、西区で収穫される新鮮な作物を販売
する場所づくりや、地産地消を目指して西区各地で開催されてい
る農業まつりなどに、自治協議会がどの様に関わり応援できるか
を検討しています。
　次に、交通問題ですが、西区・西蒲区自治協議会が共同で呼び
かけた署名活動により、３月17日から３年間の社会実験として
JR越後線「内野－吉田」駅間の増便が実現しました。これは一
定の成果と言えるのではないかと思っております。このほか、寺
尾線の混雑解消を図るため、地元自治会等に協力をお願いし、自
治協委員・地元・行政による「検討会」も立ち上げています。一
刻も早い解決に向けて努力して行きたいと考えております。
　最後に、西区の観光ですが、昨年11月に３か所の観光資源を
視察し、まずは赤塚地区の佐潟、中原邸の環境を整備して西区の
観光名所にできるよう、審議を始めたところです。問題も見えて
きたため、今後も議論を続けていきたいと考えています。

 （部会長　江端　直樹）

　第２部会では現在は大きく２つの事項を討議しています。
　一つは「見守り支援」。高齢化に伴う重要な課題として議論しています。現

在も地域住民、行政、社会福祉協議会等の様々な支援が活発に行われていますが、更なる高
齢化社会の中で、ご近所同士の日常的なさりげない見守りや助け合いが、より必要となって
きていると考えています。また、様々な仕組みや活動があっても当事者になかなか伝わらな
い、つながらないなどの課題も見えてきました。今あるものを生かし、また足りない部分を
見極め、具体的かつ実現可能な解決策を提言したいと考えています。
　もう一つは「アートフェスティバル」。西区には、自然、歴史、芸術、音楽など、個人活
動から、多くの人と作りあげているものまで様々な宝があります。それらを、人と人とをつ
なげる、そして生きがいづくりのきっかけとして、生かしたいと考えています。例えばお年
寄りと親子がつながる場をつくり、昔の生活の知恵や技を伝えることで、その人らしくイキ

イキと過ごせたり、地域に根付いた音楽を多くの人に伝え
たり、住民同士の一体化にもなるのではと考えています。
 （部会長　新保まり子）

　プロジェクトチーム３では現在は、新しい区役所庁舎につ
いて審議しています。
　これまで、平成21年度に、区内全世帯を対象とした西区役所庁舎整備
に関するアンケートを実施。２万世帯を超える回答が寄せられ、その結果
を踏まえて西区自治協議会の「基本的な考え方」を取りまとめました。そ
して、「西区役所庁舎は、現在地での整備とする」「現在地での整備におい
ては、分散している区役所の各組織を同一の建物に集中させること、駐車
場は必要台数を確保すること、区役所はもちろん公民館や図書館において
も十分な機能が果たせる施設規模とすることなど、現状での課題を解決す
る方策を講じることが必要である」との要望書を作成し、平成22年４月
に市長へ提出しています。
　今後は、新しい区役所庁舎整備の審議を継続し、さらに西区役所分館改
修整備の検討に入ります。区民１人ひとりにとって使い易い施設となるよ

う、多くの方々からプロジェクトチーム
にご意見をお寄せいただくようお願いい
たします。 （部会長　福島　　富）

　プロジェクトチーム１では何回かの討議を経て、「自治協議会活
動を区民に知らせる事業」「自治協議会の活動強化に繋がる事業」

を行うこととし、今年度は、更に絞って「自治協独自の広報紙」を１回発行す
ることとしました。
　広報発行の目的は、自治協委員自身も「自治協って何？」と問いながら、広
く区民に自治協活動を知ってもらうことですが、そこに、編集のポイントとし
て、「自治協からのお知らせ」だけでなく「読者である西区民の顔が見え、意
見や声が反映される」双方向の広報紙にしていく点を加え、現在当プロジェク
トチームで作業を進めています。
　また、平成24年度の事業としては、広報紙の発行を年４回に拡大すること
と編集委員の公募、区民との意見交換会の開催、自治協議会委員の活動強化の
ための研修、コミュニティ協議会の活性化や自治協との関係のあり方等を意見
交換する場の設定など、新たな取り組みの方向性を打ち出しています。
　今後も、自治協や各コミニュティ協議会での区民自身の豊かな活動によって

「住みやすい豊かな西区」にできるよう議論
していきたいと考えています。
 （部会長　酢山　省三）

　自治協議会が作られてから約５年が経過しております
が、正に「作られた会」からの脱却が充分果たされていな

い現状です。
　新潟市が市民とともに行政を行うという大目標を掲げて出発した仕組
みですが、その接点に位置する自治協議会がその役割に苦心をしていま
す。会合の設定、問題の整理、役割の議論等を行って形の整備は進みま
したが、まだまだ区民、市民の期待を担うまでにはなっておりません。
何しろ住民サイドの大きな柱である｢市民と行政との協働の要｣のイメー
ジはあっても具体的な事項は全くの初体験の世界です。
　今年からは、立場を異にしている委員同士の話し合いを通じて、その
役割の共有化を深めつつ、どの様にして市民と行政との協働を現実のも
のにしていくかの議論を進め、実現を図りたいと思っております。
　委員のモチベーションも、自治協議会を見る市民の視線に大きく左右
されるものと思いますので、できるだけ自治協議会各会合の傍聴をたま

わり、ご意見をお聞かせくださるよう
お願い致します。 
 （部会長　寺山　和雄）
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